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メータオ・クリニック支援の会（ＪＡＭ） 

会報メール 第 134 号 

〔2022 年 10 月発行〕 
 

  

 

ＮＰＯ法人メータオ・クリニック支援の会（JAM）支援者の皆様 

 

いつもご支援いただき、誠にありがとうございます。  

JAM より、2022 年 10 月号の会報をお送りします。 

 

JAM は 2008 年 3 月に発足された NGO です。ビルマ／ミャンマーからタイへ貧困や戦火を

逃れてきた人々の病院、メータオ・クリニックの活動を支援する目的で設立されました。 

支援者の皆様へ JAM の最新の活動を２カ月に一度、会報メールにて発信いたします。 

 

今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

＜目次＞  

 

 

現地（メソト）から 

 

 

国内から 

 

 

編集後記                                            

 

 

次号の予定                                                         

 

 

 

 



ＪＡＭ会報 134 号 
2022 年 10 月発行 

 

現地（メソト）から 

【メソト：東山 諒子】 

 

‘ポストコロナ’ だからこそ 
 
先日、移民学校の先生と Community Volunteer（いわゆる産婆さん）計 66 名を対象に新型

コロナウイルス感染症に対する健康教育についてワークショップを実施しました。マスク着

用や手洗いといった基本的な感染症対策から、発症までのウイルス潜伏期間と感染力につい

てなど、専門的知識をお伝えしました。 
 

 
 
 
また、ワークショップ前後にテストを実施。  
自己採点を行い、理解度をご自身で確認してもらいました。 
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現在タイでは政府のお達しにより、7 月からマスク着用義務が解除され、さらに 10 月から

は陽性者及び濃厚接触者の隔離も正式に解除されました。さらに毎日の感染者数、死者数な

どの情報公開も 10 月より終了となったとのことです。 
日に日にポストコロナの認識が進んでいるその一方で、メソトでの 8 月時点での PCR 及び

ATK（抗原検査）は 52 ケース、9 月 26 日時点においてのタイ全体での新規感染者数は 319 人

に上ります。また雨季から乾季にかけての今の時期、新型コロナウイルス感染症でなくとも

体調を崩す人が多い、と現地の人々は話されます。 
 
今回のワークショップにより、正しい知識と自らと大切な人を守る方法を一人でも多くの

方が得て、それぞれのコミュニティで広げて下さることを願います。 
 
 

 
参加者の皆さんと一緒に 
 
 
 
 
 
犬と人のコミュニティから考える共生社会  

 
メソトの町中には、犬がいっぱい。 
自宅からメータオ・クリニックまでの片道 10 分、約 6km の道のりで最高 20 匹見たことも

あります（毎日欠かさず数えています）。3 匹くらいしか見かけない日には「今日は朝から犬

コミュニティで何かあったのかな…？」と心配になるくらい。 

それほどメソトには犬が住んでいます。 

 

それはメータオ・クリニック内でも例外ではありません。 

いつも一緒にいる大型犬 4 匹に、兄弟のようにいつもじゃれ合っている小型犬 2 匹などな

ど。ここでも犬コミュニティが存在しています。 
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クリニック内の食堂にてくつろぐ犬たち 
 
 
 
ある日の仕事終わりのこと。 
いつも一緒にいる 4 匹がなぜか私のバイクを嗅いでいる。え、わたし何かしたっけ？とや

や警戒しながら近づいていくと、その内の 1 匹がわたしを見つめながらすり寄ってきました。

バイクを動かしてもついてくる。しばらく一緒にいると、なんとなく心が通じ合えたような、

友達になれたような気分になり、満たされた気持ちでクリニックを後にしました。 
 
そして、翌日。 

なんと JAM 事務所がある棟の階段に 4 匹が座っているではありませんか！ 

このような光景を見るのは初めてで、「これは友達になった証として、お出迎えしてくれた

に違いない！」とおめでたい思考になるわたしの傍ら、犬が座っているおかげで階段の掃除

がしにくく、しかし邪険に扱うことなく、これがいつもの光景だということを物語るように

淡々と掃除を続けるスタッフの姿。 

もちろん次の日からは「お出迎え」はありませんでした。 

 

そんな犬コミュニティとビルマコミュニティが共存するメータオ・クリニックで、最近子

犬 3 匹を見かけるようになりました。初めは人をみて後ずさりしていた 3 匹も、今では患者

さんの後をついて回り、3 匹兄弟で元気いっぱいに遊んでいます。 

そして先日、久しぶりに出会ったかつて友達になった（はず）4 匹のうちの 1 匹は大きなお

っぱいをして、子犬の傍で休憩していました。なんと友達はお母さんになっていたのです。 
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雨どいの水を飲む子犬たち。 
悲しそうな顔をしている…と現地スタッフの仲間に言うと「ただ眠いだけだよ」と言われま

した。 
 
しかしながら、微笑ましい光景とは裏腹に、クリニック内の犬は年々増加しており、それ

はクリニックにとって衛生面の管理や感染症問題といった側面において課題となっている、

と現地スタッフの仲間は話します。 
 
犬を媒体として発症する感染症の一つである狂犬病は、発症すれば致死率 100％と言われ

ています。タイ保健省によると、タイは狂犬病撲滅を目指す国として、飼い犬への無料ワク

チンキャンペーンを展開したり、人へのワクチン接種を安価で提供したりなど、これまで数々

の対策が講じられてきました。その成果が影響しているためか、1988 年の患者数が 216 人だ

ったのに対し、2019 年では 3 人まで減少しているとのこと。 

しかしながら、リスクは依然あり万が一咬まれた場合、ワクチン接種を規定の回数実施す

ることが望ましいのが現状です。移民難民状態となりビルマから来た人々にとって、それが

容易でないのは言うまでもありません。 

  

 話は少し犬から離れますが、最近メソトではクーデター後にビルマから逃れてきた多くの

人々が住んでいます。新しいビルマカフェも、知る限りではこの 2 カ月で 6 件増えました。

「I’m illegal」出会う人みんな、そう自身のことを紹介されます。 

‘ 革命 ’ 後の未来は、どこにいても、どの社会でも、共生できる社会であってほしい。 

今日もメータオ・クリニック周辺にいるビルマの人々をタイ警察が見回り、声をかけてい

る様子を見ながら、心の中でそう願わずにはいられません。 
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国内から 

【日本：前川 由佳】 

 

 みなさん、こんにちは。JAM の日本事務局で会計経理を担当している前川由佳と申します。

2011 年から 2013 年までの 2 年間、JAM の現地派遣員としてメータオ・クリニックで活動して

いました。現在は家族 4 人で沖縄に暮らしています。前回の記事執筆は、長男がまだお腹に

いた頃で、入院中のベッドの上で書いていた事を思い出します。そんな長男ももうすぐ 4 歳

です。 

 

今日は私たちの住まい、団地についてお話したいと思います。実家を出て以来、病院の寮

や小さな賃貸住宅に住んでいましたが、公共事業で立ち退きとなり、2 年前に沖縄の県営団地

に引っ越してきました。県営団地と聞くと、地元の方が多く入居している印象があったため、

東京出身で地元ではない私は少し不安に感じていました。入居してすぐ 1 階のエレベーター

ホールで白髪の男性から話しかけられました。新しく入った方かい？と名前を聞かれ、少し

ためらいながらも自己紹介と挨拶をしました。どんな風に受け入れられるのかと気になって

いましたが、男性は会うたびに声をかけてくれるようになりました。庭先で育てた花の名前

を教えてくれて、熟れた木の実を子どもにくれるようになりました。たくさんの花を咲かせ

る男性を私たちは親しみを込めて「花咲かじい」と呼ぶようになりました。聞けば、この花

咲かじいも県外の出身。次第に東北や関西など県外出身の入居者もいるのだと気づき、さら

にはアメリカや中国、ミャンマーの人もいると知った時には驚きと嬉しさを感じました。 

団地では定例清掃や自治会活動など、住民全員参加とされている催し物も多く、参加でき

なければ罰金を徴収されることもあります。顔の分かる範囲に限られますが外国人の入居者

が自治会のイベントや定例清掃に参加する姿は見たことがありませんでした。言葉も違う、

文化や生活様式も違う外国の人たちはどう思い暮らしているのかと気になりました。 

 

『団地と移民/安田浩一著』によると、日本の団地は「高齢化」と「国際化」しており、全

居住者の内、外国人居住者が１～５割を占める団地もあるとのこと。老朽化が進む団地では

空室が増え、外国人を理由に入居を断られないこと、家賃が安いことから海外からの出稼ぎ

労働者が多く入居するようになっていったようです。同時にごみの捨て方から居住者間での

摩擦、外国人居住者に対する排外運動など様々な問題が起きてきたことも知りました。誤解
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や偏見、暴力などの対立が広がる中で、多文化共生を目指した交流事業に参加する中国人大

学院生の言葉が印象に残りました。「僕たち中国人は若い世代が多い。一方、日本人世帯は高

齢者が中心、つまり僕らは体力で貢献できるし、高齢者は経験と知力で貢献できる。互いを

補うことができるのですから、最高のマッチングだと思います」国や世代による違いをマイ

ナスにばかり見るのではなく、凸凹を組み合わせる見方でむしろ補い、最高のマッチングと

まで表現したこの言葉に、対立する団地の状況にハラハラした気持ちが安心へと変わり深く

納得してしまいました。 
 
実際に私の住む団地でも高齢で独居の方が多く、買い物も自力では難しく自治会の方がサ

ポートする様子が見られます。生活の中には、ごみの運び出しや電球の交換、家具の移動な

ど高齢の方が一人で行うには難しいことが多々あります。幸い、私の住む団地には若い世代

も多く、声をかければ助けてくれる人がたくさんいますが、高齢者ばかりの団地となるとそ

うもいきません。逆に集会場に行けばおじいちゃんおばあちゃんから、あまり知られていな

い離島での戦中の話や戦後の沖縄の様子を教えてもらえて、花咲かじいからは花や果実の育

て方を教えてもらうこともあります。外国人居住者も顔のみえる住人として、つながり助け

合えたなら、対立排除するよりもずっと心地よく安心して暮らせるだろうと思いました。 

 

140 世帯が暮らすこの団地には、大きな芝生の公園が併設されており、夕方になるとサッカ

ーをする小学生、ガジュマルの木を秘密基地にして遊ぶ子どもたちの声が響き渡ります。ど

の部屋からも公園が見渡せるため、親は安心して子どもを遊びに行かせています。公園の奥

にある集会場に行けば、自治会のおじいちゃんおばあちゃんがお菓子をくれて、時には子ど

もを預かってくれます。スマホの使い方を聞きに来るおじいちゃんもいれば、シングルマザ

ーのお母さんを気にかけておにぎりを差し入れる家族もいます。常に誰かが誰かを助けなが

ら生活をしています。夫婦喧嘩が行き過ぎてパトカーがきたり、救急車が来ればどこの誰だ

と情報が伝わったり、きっとうちの子どもの泣き声も夫婦喧嘩の声も筒抜けです。同じ階で

は第 4 子の赤ちゃんが産まれ、あの花咲かじいはこの夏亡くなりました。和室に安置された

花咲かじいに子どもたちは手を合わせ、顔をのぞき込みながら死んじゃったとは何なのか知

ろうとします。 

 

生も死も近くにあり人が関わりあいながら過ごせるこの団地で、初めて地域に暮らすとい

うことを実感しています。ここでの暮らしに人々が家々を行きかい助けあうメソトでの暮ら

しを重ね合わせ、懐かしくも落ち着くようにも感じています。ここに外国人居住者の体力と

多彩な文化が混ざりあえば、なんて素敵な場所になるのだろうと想像を膨らましています。

まだあまり関われていませんが、この団地に暮らすミャンマー人や外国人居住者の方ともっ

と関わりたいと思っている今日この頃です。 

 

 
 
 

 

編集後記 
 

 新型コロナウイルスによる影響が落ち着いてきている今、私は趣味の観劇を再開させて

「大人の楽しみ方」を発見しています。同じ舞台の作品を何度も見て、キャストによる違

い、その日の客による違い、劇場による違い、劇場内すべてが一体となったときに生み出さ

れるその瞬間にしかない感動。これらを記録してブログやインスタで公開すると、同じ趣味

をもった仲間が集まってきて、感想を語り合うのも特別な楽しみ。 
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 最近観劇した「ミス・サイゴン」というミュージカルは、ベトナム戦争で出会ったアメリ

カ兵とベトナム人女性が恋に落ち、二人の間に子どもが生まれます。しかしベトナム戦争後

の東南アジアではアメリカ人とのハーフの子どもに対する差別が酷く、女性は子どもの将来

を思いアメリカ人の父に託して自らは命を絶ちます。未来がない子どもは当時も今も世界に

はいて、時代や国が作り出した罪のない子どもをどうやったら救えるか、このような世界を

変えられるかを考える日々です。 

 

 

次号の予定 

 

次号は、12 月下旬ごろ配信の予定です。 

最新情報は、インスタ、ツイッター、ホームページでも、随時更新していきますのでぜひ、

お時間があるときにご覧ください。 

 

メータオ・クリニック支援の会(JAM)の活動を支援して下さり、心より御礼を申し上げま

す。JAM の活動は皆さまからの温かい寄付によって支えられ、院内感染予防活動、移民学校

での啓発活動など様々なプロジェクト・設備投資を実施しています。 

支援の輪が広がっていけるよう、どうぞ当会の Facebook もフォローして「いいね」や「リ

ツイート」で応援してください。 

 

当会では、都度の支援金の受け入れとともに、「1 日 10 円からの支援」を基本とし、継続

的なご支援をお願いする賛助会員制度を用意しております。 

【一般会員】3,650 円/年   【学生会員】1,825 円/年   【法人会員】36,500 円/年 

当会ホームページにアクセスしていただき、お申し込みフォームから会員登録のうえ、指定

の口座へのお振込をしていただきますと、賛助会員として登録させていただきます。詳しく

は当会ホームページをご覧ください。 

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

ＮＰＯ法人メータオ・クリニック支援の会 

Japan Association for Mae Tao Clinic（JAM） 

 

日本事務局宛て 

E メール 

support@japanmaetao.org 

JAM ウェブサイト www.japanmaetao.org 

Facebook 

 

Japan Association for Mae Tao Clinic (JAM) で検索して下さい。 

https://www.facebook.com/JapanAssociationforMaeTaoClinic/ 

Instagram https://www.instagram.com/japan_association_maetaoclinic/ 

Twitter https://twitter.com/japanmaetao 
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